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打製石剣の生産と流通
井村舜也

はじめに

①打製石剣とは
・サヌカイト製の短剣型の石器（図 1）
・以前は石槍と呼ばれていたもの
→1975 年に恩智遺跡（大阪府）で出土した樹皮巻き石剣（図 1-7）から短剣と判明

・鉄剣型磨製石剣と形態が類似
・実用した（戦争を示す）武器なのか？
→使用痕のある石剣が極端に少ない＝使用は非常にまれ

②打製石剣の分布
・瀬戸内海沿岸と近畿中央部を中心に分布
・近畿中央部は二上山北麓（大阪府・奈良県境）産、瀬戸内海沿岸は金山（香川県坂出
市）産のサヌカイトで製作

③打製石剣の大きさ
・全長 12cm 以上、大きいものでは 20cmを超える
・各地の集落遺跡で出土する石核や原石よりも大きい
→集落内では製作せず、原産地で一極集中生産し分配されていた（？）

1．打製石剣の製作工程

①打製石器の作り方
・打製石器は素材の石から剝片を割りとって作る⇔可塑性の粘土で作る土器と対照的
→加工が進むにつれて小さくなる。

・使用するハンマーの種類や動作によって割れ方が異なる（図 2）

②打製石剣の製作工程の段階分け（図 3、表 1）
・完成品や未成品に最後に残された剝離面（割れ面）を 4種類に分類（図 2）
→異なる道具・動作で割られた＝工程の違い

第 1工程：素材剝片剝離工程（凸面の剝離面）
原石から素材となる大型剝片を剝離する。
第 2工程：成形工程（硬質ハンマーによる剥離面）
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大型剝片・板状礫を硬質ハンマーで粗割りしおおまかな平面形を作り出す。
第 3工程：調整工程（軟質ハンマーによる剝離面）
成形工程でできた粗型に対し軟質ハンマーによる直接打撃を行い、減厚するとともに平
面形態を整える。
第 4工程：仕上げ工程（押圧剝離による剝離面・研磨）
小規模な直接打撃や押圧剥離による刃部の形成や基部側縁の研磨、平面の研磨を施す。
省略されることがあり、製作残滓も検出が難しい。

・各工程で割りとられた剝片や失敗品 →その遺跡でその工程が行われた
・破損していない未成品や単に折れただけに見えるもの
→遺跡内でその工程が行われたのか、次の工程の素材として持ち込まれたのか判別不可

③大阪平野南部の各遺跡の製作工程（図 5）
・サヌカイト原産地遺跡の奥山遺跡や中谷遺跡では第 2・ 3工程が行われた
→第 1工程の資料は他の石器の素材と判別できていないか、実際に転用された？

・原産地付近の喜志遺跡では、第 3工程を中心に第 2~4 工程が行われた
・原産地から離れた平野部の池上曽根遺跡や亀井遺跡では主に完成品が持ち込まれる
・平野部の遺跡でも第 4工程や補修加工は行われた可能性がある

④奈良盆地の各遺跡の製作工程（図 5）
・原産地遺跡の田尻峠第 2地点遺跡では第 2~4 工程が行われた
・原産地付近の竹内遺跡では第 2~4 工程が行われた
・平野部の唐古・鍵遺跡や四分遺跡では完成品が大半だが、第 2~4 工程も行われた

⑤香川県内の事例
・東坂元北岡遺跡で第 3工程の剝離失敗品が出土している。

２．利用するサヌカイトの種類

①二上山北麓産サヌカイトの自然面分類
・石質や風化、磨滅の度合いによって 9種類に分類できる
→石材の採集地点を示す

・Ⅰ種はサヌカイト溶岩の噴出地点の岩脈中でみられる
・Ⅱ・Ⅲa・Ⅳ種は噴出地点付近の地表でみられる
・Ⅲb・Ⅴ種は噴出地点から離れた山裾で転石としてみられる
・Ⅵa・Ⅵb種は河川の川原石としてみられる
・Ⅶ種は古い時代の石器が再加工されたもの（二重風化）
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②大阪平野南部の各遺跡のサヌカイト
・原産地遺跡では打製石剣と石核で自然面の比率は近似する
・喜志遺跡では打製石剣にⅣ種自然面を多用する
・平野部の集落遺跡では自然面のバリエーションが豊富である

③奈良盆地の各遺跡のサヌカイト
・各遺跡でⅢb種が 6割以上を占める
・平野部の集落遺跡では自然面のバリエーションが豊富である

３．まとめ

各遺跡内で行われた製作工程の分析から、大阪平野南部では原産地とその周辺遺跡で打
製石剣が製作され、完成品が平野部の遺跡に運ばれたことがわかった。それに対して奈良
盆地では、原産地遺跡で仕上げ工程まで確認できる一方、平野部の遺跡でも打製石剣が製
作されていたことがわかった。
次に、自然面の分析から、完成品が持ち込まれる大阪平野南部の集落遺跡でも、1つの

原産地に依存せず複数の経路で打製石剣を入手していることがわかった。それに対して奈
良盆地では田尻峠第 2地点遺跡周辺で採集できる転石の利用が大半であることがわかった。
この 2つの分析から、打製石剣の生産・流通構造は、単純な一極集中生産と分配ではな

く、各集落が複数の入手方法で打製石剣を獲得していたことがわかった。

おわりに

このように、打製石剣の製作工程と自然面の分析から、弥生社会が地域ごとに細分化さ
れた石器の生産・流通構造を持つことが明らかになった。
一方で、資料数を確保するため、弥生時代中期中葉～後葉という長い期間の資料を取り

扱っていることは大きな課題である。弥生時代中期という大きな枠組みでの遺跡間関係の
把握は行えたが、ある瞬間の集落間での石器の流通を把握するためには、より同時性の強
い資料で分析する必要がある。
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